
2022年度 聖隷こども園ひかりの子 自己評価 結果 

 

【聖隷こども園ひかりの子 教育・保育理念】 

キリスト教の精神を基本理念とし、児童福祉法・児童憲章にのっとり、健康で安全・安心な乳幼児の教

育・保育を目指します。 

 ＊愛されて、愛する心を知り、お互いが大切な存在であることを知る。 

 ＊一人ひとりの違いに気づき、お互いを認め合いながら共に主体的に生活する。 

 ＊自己発揮できる環境の中で創造性を育てる。 

 ＊在園・地域の子育て家庭が心豊かな環境で子育てできるように支援する。 

 

聖隷こども園ひかりの子では、「保育者のための自己評価チェックリスト～保育者の専門性の向上と 

園内研修の充実のために～」を使い、職員が自己評価を行いました。自己評価結果から見えてきた園と

しての課題を職員間で共有し、教育・保育の質の向上のため、次年度の取り組みにつなげていきたいと

思います。 

 

 
自己評価結果・課題 

第1章 総則 

1． 教育及び保育の基本と目標 

2． 特に配慮すべき事項 

（１） 教育及び保育の配慮 

（２） 健康支援 

（３） 食育 

（４） 特別支援教育・障害児保育 

・特に、〈教育及び保育の基本と目標〉に於いて、前年

度同様、全体的には「理解している」と回答している

が、言語化することへの自信がない職員が多い。法令

については、折に触れて、職員同士で確認していくこ

とも必要だと感じる。 

・職員一人ひとりが配慮したり、心掛けたりしているこ

とについて、共有する機会ももてると良い。 

・子どもに対しての声掛けについて、せかす言葉や制止

の言葉が不必要に用いられていることを振り返る機

会となった。自己啓発とともに、職員間の連携や、よ

り良い信頼関係の構築も必要である。 

第 2章 子どもの発達 

・全体的に「はい」の回答が多い項目であり、また、「い

いえ」と回答する職員に於いては、意識が高いからこ

その回答であることが伺えた。「はい」と答えたもの

の、項目を具体化して考えると、園としてはまだ課題

が多いと言える。職員間で、一つひとつの項目を具体

的に言語化していくことが必要だと感じる。 

第 3章「ねらい」及び「内容」 

1．保育内容「健康」 

2．保育内容「人間関係」 

・感染症の拡大によって希薄化してきた地域との関わ

りについては、2022 年度は少し回復できた。今後も

できるところで行っていく。 



3．保育内容「環境」 

4．保育内容「言葉」 

5．保育内容「表現」 

・「表現」については、全体的に評価が低い。特に前年

度同様、音楽について苦手意識のある職員が多く、そ

れ故に出来ていないことがあることも、この自己評価

により改めて振り返る時となった。触れる方法、学ぶ

方法を見出していきたい。 

第 4章 低月齢児の保育実施上の配慮事項 

1．乳児期の保育に関する配慮事項 

2．満 1歳以上～満 3歳未満児の保育に 

関する配慮事項 

・全体的に、幼児担当の職員に於いて、自信がない傾向

にある。担当クラスに於いての専門性を高めることは

大前提だが、それを園内で共有する機会も大切にして

いく。 

第 5章 指導計画作成に当たって配慮 

すべき事項 

・「全体的な計画」は園長が作成するものではあるもの

の、その確認のための時間（会議）を園内で確保して

いく必要があることを振り返った。 

・必要に応じて作成しているため、「はい」と答えられ

る項目も全体的には多いが、内容を深めるということ

については、職員間で学び合っていきたいと感じる。 

第 6章 研修と自己評価 

・コロナ禍に於いて、少しずつ研修の機会が増えてき

た。引き続き、オンライン研修は参加しやすい。 

・機会を与えられ、参加すれば、学びは得られることを

自覚しているものの、研修への更なる積極的な参加を

目指していきたい。 

第 7章 子育て支援 

・経験を重ねることで、自信がついてきた部分がある一

方で、苦手意識がある職員も多い。園内の連携を一層

図りつつ、知識を身につける機会も必要である。 

＜総評＞ 

・コロナ禍での園生活が 3 年目となり、少しずつ行事開催ができるようになった 2022 年度であった。

そのことに伴い、職員間で「子どもにとって何を重要視すべきか？」「開催の目的は何か？」などを考

え合う時間が不可欠となり、それによって保育の質が向上できた部分もあるかと思われる。それが、

自己評価で「はい」と回答できることにも繋がった。 

・様々な関連法令や、全体的な計画等について、会議や学習会の場を活用して、職員が学び合う時間が

必要だと感じた。特に、自分自身で言語化するということを目指していきたい。 

・自己評価の各項目について、回答に際し具体的に考えることで、自己啓発にも繋がったが、今後はそ

れを職員間で共有し合うことも大切にし、多角的に考える・見ることもしていく必要がある。 

・社会的に「不適切保育」が話題となる中、子どもの人権の保障、思いの尊重もより意識していくこと

を全体として確認し合った。 


